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１．テーマの背景
阪神・淡路大震災、新潟県中越地震、能登半島地震、などで防災に関する関心が高まった。明日は我が身かもしれない。阪神・淡路大震災、能登半島地震の様子を新聞記事などで調べた結果、近隣住民との日頃からのつきあいが地震のときの救助を迅速にさせ、避難所での生活の不安の解消につながったとの報告が多々あった。
我々が住むつくば市では、研究学園都市が計画される前から存在するいわゆる旧市街地と、学園建設によって形成された新市街地が併存する。旧市街地での日頃の近隣同士の付き合い方と、新市街地でのとりわけ学生街での近隣同士の付き合い方には相当の違いがあることが予想される。
このような状況では、災害時における学生街でどのような防災対応行動が期待されるのか、その可能性を探ることが、防災対策を講ずる上でも非常に重要であると考えた。
そこで我々は　地域の防災力＝ご近所パワー　と定義づけし、防災力を高める最も有効な手段として学生街におけるご近所パワーの向上のための提案をしていきたい。
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２．目的
過去の事例を検証すると災害時にご近所パワー（地域力）が発揮された地域は普段からのあいさつはもちろん、おすそわけ、立ち話、また近所の人の寝床の位置までわかる仲であった。
[image: image9.emf]地震発生後誰に助けられたか (1995年3-5月)

(神戸都市問題研究所／阪神地域の住民を対象に)
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強い地域力とはどのようにして生まれるのか？それを知るためにつくば市における前述のような地域力の強いと思われる地域と学生街を対象として、平常時の近隣住民同士の交流状況、ならびに災害を想定した場合の対応行動の意向に関する調査を行う。この調査データから、地域力の強い地域と学生街の間に、平常時の近隣住民同士の交流や災害時の行動にどのような差があるのかどうかを検証するとともに、平常時の近隣住民同士の交流が災害時の行動に及ぼす影響について明らかにする。
これらの結果から、学生街の特性、問題点を浮き彫りにし、また強いご近所力が生まれる理由を探っていく。防災力を高める極めて有効な手段として学生街におけるご近所パワーの向上のための提案することを目的とする。
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(神戸市消防局／神戸市民を対象に)
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３．ヒアリング調査
　上記の目的を達成するため、我々は、手始めに関係機関にヒアリングを行い、我々の調査目的が的を得たものかどうか確認することにした。
(1)ヒアリング調査結果
1 つくば市役所　生活安全課　鈴木さん　　5月1日　15：00～
＜自主防災組織について＞
防災関係機関の災害応急対策は、多くの制約を受けることが予想される。
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災害発生時、自分たちの地域は自分たちで守るという目的で自主防災組織がつくられることになった。
· 現在、つくば市には町内会が元となっている、155団体もの自主防災組織があり、特に谷田部地区で活動が活発⇔対して、学生街には自主防災組織はない！
②緑ヶ丘防災推進委員会　三浦さん　5月13日　14：00～
緑ヶ丘団地は約20年前に作られた団地であり、487世帯が暮らしている。最近では高齢化が進み、64もの世帯が高齢者世帯、そのうち11世帯が一人暮らしとなっている。平成９年に市の補助金をもとに緑ヶ丘推進委員会がつくられすべての世帯が参加している。
＜自主防災組織の具体的な活動内容と役割＞
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 (2)ヒアリングから推測される学生街と谷田部地区の違い
震災時、普段からの近隣住民との関わりが大切になってくる。

[image: image4]それを強化させるためにつくられたのが、自主防災組織や地域消防団などの組織
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４．調査対象地域の選定
地域を決めるにあたり、神戸市北淡町のように集落の形成時期が古いこと、また市役所でのヒアリングの結果、自主防災組織が組織としてきちんと機能しているということが決め手となり、学生街との対比を行う調査対象地区は谷田部地区に選定した。また、比較の対象とする学生街としては、大学周辺地域（天久保、春日等）を選定した。
５．仮説
事例とヒアリングの結果から、「近所付き合いが希薄な地域であれば、災害時の活動に消極的になる」と仮説をたてた。　
　これにより、隣近所との付き合いが少ないと考えられる

つくばの学生街は、災害時の活動に消極的になるのではないかと予想する。

６．アンケート調査
1 アンケートの実施
＜目的＞
· 学生街では、旧市街地に比べどのくらい近隣住民とのつながりが薄いかを調べる。
· 大震災時、旧市街地と学生街それぞれの住民は、どのような行動をするのか、その違いを予想する。
＜対象＞
旧市街地：谷田部地区に住んでいる世帯の世帯主100人　
⇔　学生街：宿舎以外に住んでいる一人暮らしの学生100人
　　　　　　一般の世帯の世帯主100人
＜内容＞
· 普段の近所付き合いについての質問
· 震災時、どのような行動をすると思うかの質問
＜回収方法＞旧市街地：一軒ずつ訪問による回収
　　　　　　学生街：・大学の講義中の回収
　　　　　　　　　　・一軒ずつ訪問による回収
2 分析
アンケートの結果から「旧市街地に比べて、つくばの学生街は近所付き合いがすくない」ということを検証し、大震災時の旧市街地と学生街それぞれの住民の行動を明らかにした上で、近所付き合いが多い人の知り合ったきっかけ、近所付き合いが少ない人の理由など提案につながる質問項目を分析する。
７.今後の展開 
アンケートやヒアリングの結果をもとに学生街でのご近所パワーを高めるにはどうすればよいのかを提案する。
　　
[image: image5]学生街におけるご近所パワーの向上の提案・実施
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～ご近所パワーを向上せよ～
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　　　　学生街


防災組織がない


一人暮らしが多い


大学の成立（誕生は昭和49年）以後発展


人口1万6322人


世帯数1万2390戸





　　谷田部地区


自主防災組織がある


古くからある町


高齢者が多い


・町の成立は関が原後


人口1万6603人


世帯数6111戸




















事例


＜新聞記事の見出し＞


互助と自給自足で１週間　輪島市の俊兼地区に住民運営「避難所」／石川県　2007/4/28 朝日新聞


被災の石川県輪島市門前町　命守った地域の力／石川県　2007/4/8毎日新聞


頼りになる「ご近所パワー」　延焼防止に活躍（備えあれば）　／千葉　1995/1/29 朝日新聞





＜人と防災未来センター見学＞5月5日


・救助が来るまでにほとんどの人が助け出された


・ボランティアの励ましにうれしくなって不安が和らいだ


・人間のあたたかさ、力、強さを感じた


























図1 調査の流れ

















図3　学生街、谷田部地区の位置





図4　仮説





図2　神戸市の消火、救助活動状況





図2　調査の流れ























